
第 45回日本眼感染症学会総会プログラム 

 

 日 時：2008年 7月 4日（金）～7月 6日（日） 

場 所：福岡国際会議場 

担当校：福岡大学医学部眼科学教室 

会 長：内尾英一 

 

7月 4日（金） 

一般講演 9：00～10：50 

細菌感染症 1 

01． 角膜潰瘍から駆逐性出血をきたした 3例の検討 

 忍田太紀、嘉村由美、星野 舞、澤 充 

02． 治療的エキシマレーザー角膜切除術後にMRSAによる細菌性角膜炎を来した 1例 

 清水好恵、唐下千寿、佐伯有祐、池田欣史、宮崎 大、井上幸次（鳥取大） 

03． Morganella morganiiによる涙小管炎に点状表層角膜炎を併発した一例 

 上原七生、斎藤 守（船橋市立医療センター） 

04． 昨年経験した緑膿菌による角膜潰瘍 4例 

 飯田知子（市立枚方市民病院、大阪医大）、勝村浩三、服部昌子、清水一弘、 

 池田恒彦（大阪医大） 

05． 生後 2ヶ月児の細菌性角膜潰瘍 

 檜垣史郎、佐藤 崇、福田昌彦、下村嘉一（近畿大） 

06． コリネバクテリウムが起炎菌と考えられた感染性角膜炎の 1例 

 稲田耕大（串本リハビリセンター）、前田郁世、池田欣史、宮崎 大、 

 井上幸次（鳥取大）、江口 洋、塩田 洋（徳島大）、桑原知巳（徳島大・分子 

 細菌学分野） 

 

細菌感染症 2 

07． 小児にオルソケラトロジーレンズを装用し、角膜潰瘍を生じた一例 

 児玉 彩、檜垣史郎、福田昌彦、下村嘉一（近畿大） 

08． 金沢医科大学病院における白内障術前分離菌の動向－2003～2007－ 

 萩原健太、北川和子、稲垣伸亮、佐々木 洋（金沢医大） 

09． ペニシリン耐性肺炎球菌による結膜炎の 1例 

 江口 洋、大木武夫、塩田 洋（徳島大）、田中真理子、田中 健（三野田中 

 病院）、桑原知巳（徳島大・分子細菌学） 

10． 眼表面の縫合糸上微小感染巣に関する細菌学的検討 

 奥島健太郎、外園千恵、成瀬繁太、森 和彦、池田陽子、松田 彰、木下 茂 



 （京都府医大） 

11． コンタクトレンズ関連角膜感染症の発症背景に関する検討 

 外園千恵、稲富 勉、上田真由美、横井則彦（京都府医大）塩田恒三（京都府 

 医大、ルイ・パストゥール医学研究センター）、木下 茂（京都府医大） 

 

シンポジウム１ 10：55～12：10 

最近性眼感染症の現状 

1．網羅的な遺伝子増幅法を使った眼科領域の感染症診断の試み 

 江崎孝行（岐阜大大学院医学系研究科病原体制御学） 

2．新しい抗菌薬の評価・使用法 

 福田昌彦（近畿大） 

3．細菌性眼感染症の現状－臨床像の今― 

 佐々木香る（出田眼科病院） 

4．薬剤耐性菌と眼感染症 

 浅利誠志（大阪大大学院医学研究科病院感染制御部） 

 

学術奨励賞（三井賞）受賞講演 13：45～14：15 

わが国におけるコンタクトレンズ関連感染性角膜潰瘍の動向 

 土至田 宏（順天大） 

細菌性角膜潰瘍の病態解析と新しい治療標的の探索 

 福田 憲（山口大大学院医学系研究科眼科学） 

 

一般講演 14：20～15：20 

サイトメガロウイルス、急性網膜壊死 

12． 阪大眼科におけるサイトメガロウイルス角膜内皮炎の検討 

 神鳥美智子（市立豊中病院）、井上智之、高松文彦、堀 裕一、前田直之、 

 田野保雄（大阪大） 

13． 小児に見られた zoster sine herpeteと考えられる一例 

 上甲武志、白石 敦、大橋裕一（愛媛大） 

14． サイトメガロウイルス DNAが前房水より検出された角膜ぶどう膜炎の 5症例 

 服部貴明、熊倉重人、山内康行、毛塚剛司、後藤 浩（東京医大） 

15． 急性網膜壊死患者の前房水および硝子体液中におけるサイトカイン・ケモカインの検討 

 臼井嘉彦、竹内 大、毛塚剛司、奥貫陽子（東京医大）、若林美宏（東京医大・ 

 八王子）、坂井潤一、後藤 浩（東京医大） 

16． Real Time PCR法における蛍光検出方法の違いによる HSV DNA量の比較検討 

 板橋幹城（近畿大・奈良）、檜垣史郎、水野眞由美、福田昌彦、下村嘉一（近 



 畿大） 

17． 急性網膜壊死に抗ウイルス療法が反応せず硝子体手術を施行した症例 

 長澤利彦、内藤 毅、佐藤寛之、香留 崇、三野亜希子、塩田 洋（徳島大） 

 

シンポジウム 2 15：25～16：15 

術後感染症とその対応 up to date 

1．眼内炎発症予防に関する EBM 

 井上幸次（鳥取大） 

2．細菌から見た眼内炎の病態 

 戸所大輔（群馬大） 

3．術後眼内炎－発症時からの挑戦 

 薄井紀夫（総合新川橋病院） 

 

一般講演 16：20～17：50 

眼内炎 1 

18． α溶連菌による白内障術後眼内炎と当院におけるレボフロキサシン耐性率 

 星 最智、北澤耕司、橋田正継、卜部公章、町田照代（町田病院） 

19． Nocardia farcininaが起炎菌と思われる内因性眼内炎の一例 

 川上秀昭、犬塚裕子（岐阜市民病院）、中村 博、高橋 健（岐阜市民病院・ 

 血液内科）、武藤敏弘、山田鉄也（岐阜市民病院・中央検査部）、望月清文（岐 

 阜大）、澤村治樹、大楠清文（岐阜大・病原体制御分野） 

20． GroupG溶血連鎖球菌による内因性細菌性眼内炎の 1例 

 西川真生、峠本 慎、高橋寛二、山田晴彦、松村美代（関西医大） 

21． 特別養護老人ホームで発症した重篤な細菌性眼内炎 3症例 

 宮嶋聖也、宮崎智成（熊本赤十字病院） 

22． C.meningosepticumによる眼内炎の 1例 

 片上千加子、森井香織、中西頼子、窪谷日奈子（神戸海星病院） 

 

眼内炎 2、眼窩等感染 

23． 白内障術後の Paecilomyces lilacinus角膜・眼内炎 

 稲毛道憲、鈴木久晴、國重智之、小野眞史、高橋 浩（日本医大） 

24． 25G硝子体手術における術後眼内炎の検討 

 香留 崇、内藤 毅、長澤利彦、竹林 優、佐藤寛之、塩田 洋（徳島大） 

25． 梅毒性視神経炎・網脈絡膜炎の 1例 

 近藤雄司、熊田充起（中濃厚生病院）、末森晋典、望月清文（岐阜大） 

26． 著明な眼球突出をきたした眼窩内膿瘍の 1例 



 稲垣伸亮、萩原健太（金沢医大）、山田奏子、友田幸一（金沢医大・生体機能 

 形態医学分野感覚機能病態学）、北川和子、佐々木 洋（金沢医大） 

 

7月 5日（土） 

一般講演 8：50～11：00 

基礎、薬物 1 

27． ウサギ緑膿菌性角膜潰瘍モデルにおける塩酸モキシフロキサシンの治療効果 

 佐藤摩雪、伊藤典彦（横浜市大）、秦野 寛（ルミネはたの眼科）、井上克洋（藤 

 沢市民病院）、栗田正幸（くりた眼科）、飛田祐二（岡田眼科）、水木信久（横 

 浜市大） 

28． 家兎モデルによる内因性真菌性眼内炎実態顕微鏡による病変の検討 

 櫻井絢子（大森日赤病院）、渋谷和俊（東邦大医療センター・大森病院病理）、 

 秋山朋代（大森日赤病院）、内田勝久、山口英世（帝京大・医真菌研究センタ 

 ー）、松橋正和（東邦大医療センター・大森病院） 

29． 角膜線維芽細胞での Poly（I:C）によるサイトカイン産生への作用 

 木村和博（山口大・眼病態）、劉 洋、柳井亮二（山口大）、近間泰一郎（山口 

 大・眼病態）、西田輝夫（山口大・眼病態、山口大） 

30． 角膜錆輪を覆う上皮にみられる感染阻止と細胞死（アポトーシスとネクローシス） 

 松原 稔（松原眼科医院） 

31． ドライアイ患者の結膜常在菌におけるフルオロキノロン感受性の検討 

 堀 裕一、前田直之、高 静花、井上智之、田野保雄（大阪大）、坂本雅子（阪 

 大微生物研究所） 

32． 前房内抗菌薬投与法における抗菌薬濃度と眼内炎予防効果 

 小早川信一郎、渡辺 博、辻 明良、栃久保哲男（東邦大） 

 

薬物 2、真菌 

33． ウサギ培養角膜上皮細胞シートを用いた上皮障害モデルにおけるMFLXと LVFXの比

較検討 

 三宅 琢、服部貴明、熊倉重人、後藤 浩（東京医大） 

34． 0.1％シクロスポリン点眼薬使用中の眼感染症 

 小鹿倉 瞳、高村悦子、篠崎和美、荒木博子、堀 貞夫（女子医大） 

35． 加温による眼軟膏の組織移行性、感染予防効果、分布の検討 

 國重智之、鈴木久晴、青木路子、荒木邦子、稲毛道憲、五十嵐 勉、小野眞史、 

 高橋 浩（日本医大） 

36． 市販抗菌点眼薬と非ステロイド点眼薬の培養家兎由来角膜細胞に対する影響 

 福田正道、佐々木 洋（金沢医大） 



37． 家兎水晶体摘出眼におけるレボフロキサシン前房内投与後の眼内薬物動態 

 川崎史朗、鈴木 崇、田坂嘉孝、宇野敏彦、大橋裕一（愛媛大） 

38． 家兎腸球菌眼内炎に対するバンコマイシン硝子体内注射の治療効果 

 田坂嘉孝、川崎史朗、鈴木 崇、宇野敏彦、大橋裕一（愛媛大）、池 康嘉（群 

 馬大・細菌感染制御学） 

39． 1年以上角膜内に生息した Penicillium sp.による角膜真菌症の 1例 

 山本恭三、佐々木香る、園山裕子、出田秀尚（出田眼科病院）、石川章夫、 

 刑部安弘（東京医大・病理学）、砂田淳子、浅利誠志（大阪大附属病院・感染 

 制御部） 

 

特別講演 11：05～12：05 

角膜ヘルペス～基礎から臨床へ～ 

 井上幸次（鳥取大） 

 

シンポジウム 3 13：20～14：50 

古くて新しい感染性結膜炎を知る－アデノウイルス、クラミジア結膜炎― 

1．迅速診断法の現状と課題 

 有賀俊英（北海道大大学院医学研究科病態制御学専攻感覚器病学講座眼科学分 

 野） 

2．分子遺伝学と新しい血清型 

 金子久俊（福島医大・微生物学） 

3．臨床現場での感染対策、減菌と消毒 

 赤沼正堂（滝川市立病院） 

4．クラミジア感染症の歴史的背景とmicro-IFによる日本株の解析 

 塩田 洋（徳島大大学院ヘルスバイオサイエンス研究部視覚病態学分野） 

5．クラミジアトラコーマ株の serovarの分子生物学的解析 

 青木功喜（北海道大大学院医学研究科病態制御学専攻感覚器病学講座眼科学分 

 野） 

 

一般講演 14：55～16：35 

アカントアメーバ 1 

40． アカントアメーバの検出法について 

 石橋康久（加藤医院吉原分院、日本アカントアメーバ角膜炎研究会）、 

 宮永嘉隆（西葛西井上眼科病院、日本アカントアメーバ角膜炎研究会） 

41． 重症角膜感染症の起炎病原体とコンタクトレンズとの関連について 

 守田裕希子、近藤由樹子、原田大輔、石田康仁、柳井亮二、植田喜一、 



 近間泰一郎、西田輝夫（山口大） 

42． 当院でのアカントアメーバ角膜炎の検討 

 野崎令恵、宮永嘉隆（西葛西井上眼科病院）、石橋康久（加藤眼科吉原分院） 

43． アカントアメーバ角膜炎に対するボリコナゾールの効果 

 中西頼子、窪谷日奈子、森井香織、片上千加子（海星病院） 

44． 当院で経験したアカントアメーバ角膜炎の 5症例 

 山上博子、豊田文彦、竹澤美貴子、神原千浦、梯 彰弘（自治医大・さいたま 

 医療センター） 

 

アカントアメーバ 2、アデノウイルス 

45． 最近 10年間に経験したアカントアメーバ角膜炎 22例の臨床的検討 

 篠崎友治、原 祐子、山口昌彦、白石 敦、宇野敏彦、大橋裕一（愛媛大） 

46． 多数のシストが保存ケースに認められたアカントアメーバ角膜炎の 1例 

 小林武史、坂根由梨、原 祐子、山口昌彦、白石 敦、宇野敏彦、大橋裕一（愛 

 媛大） 

47． アカントアメーバ角膜炎 6症例の検討 

 亀井裕子、高岡紀子、兼子美帆、松原正男（女子医大・東） 

48． 凍結切片－ファンギフローラ染色によるアカントアメーバ角膜炎の診断 

 白石 敦、原 祐子、山口昌彦、宇野敏彦、大橋裕一（愛媛大） 

49． 重症結膜炎を引き起こすアデノウイルス 8、19、37型全塩基配列の遺伝子解析 

 金子久俊（福島県医大、福島県医大・微生物）、飯田知弘、大口泰治（福島県 

 医大）、有賀俊英、大口剛司、田川義継、大野重昭、青木功喜（北海道大）、 

 錫谷達夫（福島県医大・微生物） 

 

3学会合同シンポジウム 16：40～18：10 

角膜潰瘍をめぐる諸問題 

1.春季カタルの角膜潰瘍（リモデリングと感染） 

    海老原伸行（順天大） 

2.真菌性角膜炎 

    稲田紀子（日本大） 

3.細菌性角膜潰瘍の病態 

    松本光希（NTT九州病院） 

4.コンタクトレンズ 

    近間泰一郎（山口大） 

 

7月 6日（日）  



一般講演 8：50～9：30 

その他ウイルス、角膜炎統計 

50． HIV感染による虚血性黄斑症の 1例 

 黒川 徹（長野県立須坂病院、信州大）、小紫裕介、深井教介（長野県立須坂 

 病院）、斎藤 博、高橋 央（長野県立須坂病院・内科）、大久保裕史（おおく 

 ぼ眼科） 

51． NTT西日本九州病院における感染性角膜炎 

 中村行宏、池間宏介、松本光希（NTT西日本九州病院）、谷原秀信（熊本大） 

52． 鳥取大学における若年者の角膜感染症の現状 

 池田欣史、稲田耕大、前田郁世、大谷史江、清水好恵、唐下千寿、石倉涼子、 

 宮崎 大、井上幸次（鳥取大） 

 

4. 


